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11月号
〒519-0505　伊勢市小俣町本町2番地　(電話) 0596･2913900 (FAX) 0596･29-3902

日時:11月10日(土)～12月2日(日) ㌔

場所:2階･ギャラリー

夏休みにみなさんから募集した

読書感想画を展示します｡

開館時間　午前9時.-午後7時

休館日　毎週火曜日､第2金曜日

年末年始､特別整理期間

貸出1人1 0冊2週間以内(うち雑誌は5冊まで)

1団体50冊1ケ月以内(うら雑誌は25冊まで)

小俣図書館カレンダー

監11月　　　　　12月
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･30 白� �� �� 

※ 1 2/2 9(土)～ 1/4(金)まで年末年始のため休館です｡

クrtスマスIyJI-を飾ろう

小俣図書館のクリスマスツリーに
･ -みんなで飾り付けをします｡

白時: 7 7月24日(土)年給2時～

場所: 7階･訴捗CjLのへや

㊨紳週間関運行費㊨

*勝つLJ◆7 7月23E](金･枕)～25日(日周催　※詳しく臥門シ･ポスターをご覧下士い｡

療育壷密容儀奮館~一山一一~~一~ー～J一一一柵~ー　Na129平成2｡(2012,年11月l Q

図書館だより1拍号
熱､､忘集て発行,伊勢市立伊勢図書館指定管理者/株式会社図書館流通セント(住所, 〒5,6_｡｡76伊折八｡市鮒,3_35

0596-21-0077 (FAX) 0596-21-0078

感,3WdJL象
《日時》毎週土曜日午後2時30分′-

《場所》 1階･おはなしコーナー

えほんのよみきかせ､

力＼みしぼいなどを

やっています☆

1 1月3日･10日･17日･24日

/おはなしプ-さんによるおはなし会

/勧亨舶肋LaLiphlh J

《日時》 11月22日(木)　午前11時.-

《場所》 2階･視聴覚室

《内容》あかちゃんむけの絵本の紹介や､

手あそびなどをします♪
あかちゃんえほん
のじかんは､毎月

第4木曜日です★

●　●　　　　〇一●　　･-~　1 ●　　` ¢　●

/棚倉醸成2 5卒lA～SR劇./

《日時》 11月2日(金)午前10時～

《場所》 2階･視聴覚室

えび

いせABちゃんです｡

今月は､新図書館20周年記念

図書館まつりがあります｡わたしは､

図書館開館1周年行事のなかで､市民の皆

さんに応募していただいた作品の中から､

伊勢図書館のイメージキャラクターに選ば

れました!

今年は､様々な催しを用意してお待ちして

おります｡申込みが必要なものもあります

ので気をつけて下さいね!

また､今月号から橋本紡さんの小説､

『図書館が､ここに｡』が

連載されます｡

‰ぉ楽しみに-♪

(受付は午前9時50分～)了※　毎月の上映会は､

開館時間　午前9時～午後7時

休館日　毎週水曜･第2金曜･年末年始･特別整理期間

貸出1人10冊2週間以内(うち雑誌は5冊まで)

1団体50冊1ケ月以内(うち雑誌は25冊まで)

**伊勢図書館･休館日カレンダー　**

1 1月　　　　　　　　　　　1 2月
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図書館まつりの一環で､

第3日曜日の1 1月18日

(目)に上映します｡
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平



〔一般書〕　～紅に燃ゆ～

*･,#･&･#･･･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*　-#

木々がお互いに競い合うように一斉に色づき､色彩交響曲が奏でられる.山々が錦のように染め上げられ見事な景

観を作る｡ある時一斉に真紅の葉は､樹から離れて大地を覆う｡変わりゆく色彩に四季の移ろいを感じ､散りゆく
いにしぇ

美しさに心奪われる｡ ｢春の桜､秋の紅葉｣は古の時代から日本人の美意識の象徴である｡

◎　日本紅葉の名所100選　(主婦の友社/編　主婦の友社)

◎　京都電車で行く　紅葉の散策(中田昭/写真　光村推古書院)

儀室〕　慎畿○○の蒜.I Y
重篤がひんや叱畿じられる日も多く.すっかL J範等巻ですね｡範といえlさ.響士ん捗何をしてalたい

本を遺して轟篠をElザてもらえるJ'うに. r O Oの軌の本を集めて31さした｡

★こんに号鯵美術①&⑧(福永信/文と構成者波書店)亭術はJtJl^t･/だっ!?野薫も古着も片方の居宅

★棄しい1亡んCLJ書つぽっくLJ落ち葉の工作300K(訴まだのび子/著ナ1./〆牡)

★　手んぷくでぇす(長谷川毒虫/士< ･えPHPqf究所)

l塔い自分だって77-ト.I

:芸#t::≡…?:::言慧芸～d%',*～B.T#諾se,;-37芸蒜姦画

〔ヤングアダルト〕 ｢宇宙に行こう!｣

5月に金環日食､ 6月には金星が太陽面を通過するなどまさに天体ブーム｡

今年は､空を見上げる機会も多かったのではないでしょうか｡
一般の人でも宇宙に行ける時代です｡そんな宇宙を本の世界で冒険しませ

【一般書】

●宇宙で過ごした1 37日　僕の｢さばう｣滞在記(若田光

●宇宙旅行ハンドブック　｢予算｣ ｢コースの選び方｣から｢無重プ

(エリック･アンダーソン/著　ジョシュア･ビワ工ン/共著　スチ1/

●ぼくが宇宙人をさがす理由　(鳴沢真也/著　旬報社)

【児童書】

●宇宙においでよ!

(野口聡-/書　林公代/文　植田智成/イラスト　講談社)

●宇宙に果てはあるの?　(池内了/監修　かもがわ出版)

That､s one small step for La_

onegiant leap for mankind.

1人の人間にとっては小さな一歩だが､

人類にとっては偉大な飛躍である
-ニール･アームストロングより-

★伊勢･小俣図書館のどちらかに所蔵がある 矧こない場合は､予約ができま

よ7j('           -<か/J＼んけんI_上

呼. #/ごLで存命粛(i) h･･･ (47啓ノ燈火好/題Lよ.チr a.移､巻野すすL0　-

-屠,a r厚東音域盾J　一

秋の夜の燈火の下､自ら静かな思いを誘い書物を広げるo
とさ

ゆったりと充実した時間の流れる中､深まる秋を想う｡

文庫礼頚
ふるさとの風

～膚'R ～

一柳の@者謬FumlkumからLl'bmz･Yへ一

図書館は人間の長い歴史と共に常に知的な創造の場､空間でありつづけたといえる｡

日本で｢図書館｣の名称が使われたのは明治に入ってからである｡それまでは｢丈庫｣がその役割を果たしてきた｡

神都伊勢において文庫の沿革は神宮における史書収蔵の歴史そのものと重なる｡
1二んてんしん二

古来雨宮域内には丈殿や神庫と呼ばれる記録文書を収めるための施設が置かれ､禍官たちの研究や検索の用に供されてい

た｡しかしこれらの｢丈殿｣や｢神庫｣は広く一般に公開されたものではなかったのである｡

豊宮崎文庫は慶安元年(1648)外宮の東隣宮崎の地(現在の岡本3TEI)に外宮禍官出口延佳らの捉唱に同志70人が

替同､出資して創設された｡

文庫設立の目的について延任は自署｢伊勢太神官神異記｣の中で次のように述べている｡

｢太神官の御為､神音､古記､和漢乃書籍をあつめ､万代に残し且は所の人にも学問をすすめんがためなり｣

延佳らは外宮初官や子弟等､志学の者が利用でき学問所にもなる丈庫の設立を図ったのである｡

丈庫設立の熱意に応えて多くの学者文人から書籍の献納が相次ぎ蔵書は充実したものになっていった｡

又､多くの碩学の学者たちも丈庫を革れ学問所としての丈庫のために教壇に立ったり講演会が行われていた｡
むろきゅ1そと7がい

その中には貝原益軒､室鳩巣､伊賂東涯､大塩平八郎などの名前があったという｡

豊宮崎丈庫より遅れることおよそ40年貞享3年(1686)宇治会合年寄らが内宮に丈庫を設立する計画を立てた｡

時の山田奉行岡部駿河守勝重の支援を受け翌年には丸山の地に｢内宮丈庫｣を設立したが､土地が高湿で図書保管に不適

切なため､元録3年(1690)に隣操する林崎に移転｡ ｢林崎丈庫｣と改称された｡
ほ7らいひさカLた

しかし有年も経たないうちに荒廃の一途をたどってしまう｡その再興に献身したのが内官権禰宜蓬莱(荒木田)久腎であ
ことすカ

った｡彼は谷川士清の娘婿であり古くから親交のあった本居宣長も援助を惜しまなかったという｡

宣長が著した｢林崎のふみくらの詞｣ -石碑に刻せられたその文章からは今も尚林崎丈庫の往時を偲ぶことができる｡

豊宮崎と林崎の丙文庫は図書館であるとともに神職子弟の教育の機関であった｡

さらには碩学大倍との交流を通じて奔展し､神都伊勢と京都､大阪､江戸などの文化的先進地を結ぶ役割を果たしてきた｡

御幸道路から黒門(御師福島御塩焼太夫邸門)をくぐり石畳の坂道をのぼると大正ロマン漂う和洋折衷の建造物が姿を

みせる｡神道学最大の宝庫として知られる神宮丈庫である｡

明治4年(1871)の神宮の組織制度改正にともない豊宮崎と林崎の丙文庫をはじめ丈殿､神庫等の蔵書を合わせて新設.

明治40年(1907)内宮近くに書庫及び閲覧室が建てられ蔵書数は5万冊に及んだ｡

その後大正14年(1926)に現在の地倉田山に移転している｡

文庫から図書館へという呼称の変化は書物の専有から共有へという流れを背景にしている｡

図書館は時代の変化に合わせて自ら変革して進化していかなくてはならない｡しかし書物が古くから受け継がれてきた歴

史も大切である｡過去､現在､東泉の人々と書物を共有する事も図書館の使命ではないだろうか｡

平成4年10月秋晴れ-､抜けるような青空のもと新図書館が開館しました｡

豊宮崎文庫跡に隣接した旧図書館から移転し今年で20周年､

先人たちの知識の宝庫は時空を超え､この地で今も生きつづけています｡

ヰ　伊勢市史　第7巻　丈化財編　(伊勢市/鶴　伊勢市　L243/イ/7)

ヾ　神宮文庫の歩み　神宮丈庫開庫有周年記念誌　(神宮文庫/編　神官丈庫　LO18/ジ)


